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成果報告書 / 田中綾華 

◼  

◼ 学会概要 

報告者は、国際研究発表助成を利用し、エチオピア・シダマ州アワサ大学にて 2025年 9

月 29 日から 10 月 3 日にかけて合計 5 日間実施された 22nd International Conference on 

Ethiopian Studies（第 22回国際エチオピア研究会議）に参加し、口頭発表をおこなった。ICES

は、エチオピアとその周辺地域に関連する研究発表と議論をおこなう場として 3 年ごとに開

催される国際研究会議である。主要な分野は歴史、言語学、宗教学であるが、他にも考古学、

社会科学、文化人類学など幅広い分野の研究者が集いエチオピア研究の多様な側面を反

映している。今回のＩＣＥＳ22では、上記の分野に加えて農学、植物学に関連する研究発表が

活発におこなわれた。報告者の研究テーマである在来音楽を対象とした研究発表は多数と

は言えなかったが、エチオピア正教をはじめとした宗教音楽、儀礼などへの強い関心がある

ことを実感した。 

◼ 発表内容概要 

今回の口頭発表では、エチオピア西南部におけるアリ人のタケ製気鳴楽器（オイサ）を

用いた演奏実践をえがきだし、オイサの演奏機会が地方行政や奏者自身によって新しくつく

りだされていることを明らかにすることを目的として、調査地域に設立された 2つの演奏集団

を対象とした 3回のフィールドワーク（2022年から 2025年 1月までの合計 225日）の成果を

発表した。 

今回の発表で示した主な成果は以下の 3点である。（1）オイサ演奏は農作業における共

同労働や冠婚葬祭など、日常生活のなかで実践されてきた。これらの活動を通じて演奏の

実践に参加し、演奏技術を獲得する機会を得ていた。（2）1980 年代からプロテスタント信仰

の浸透によってオイサの機会が減少したが、2020 年代には地方行政が演奏機会を増加させ

る取り組みに着手した。（3）2023 年には、集団のリーダーが主導して技術継承の機会を積極

的につくりだそうとしていることが明らかになった。 

◼ 学会参加に伴い得られた知見 

今回の発表・質疑応答を通じて、地域社会の変化に対応する演奏者の主体性や、行政

と音楽文化のかかわりに関心を寄せる研究者らと意見交換をおこなうことができた。また、エ

チオピア国内で芸術文化を対象として研究をおこなう学生・研究者との交流を通じて、今後

の研究活動における基盤となりうるネットワークを築くことができた。さらに、今回の研究会

議ではエチオピア各地域で撮影された映像作品の上映や、アーカイブプロジェクトによって



保存・公開された映像資料の上映がおこなわれた。この発表と質疑応答への参加を通じて、

報告者自身が収集した映像・音声資料の公開方法や保存方法を検討するうえで重要な知

見を得た。 
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